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再びつながった潟湖と七北田川   

（Fig.4 軟体部が残るイソシジミ） 

■潟湖からの水の流出 
 9月に砂が堆積し，七北田川とのつながり

が遮断された蒲生干潟であるが，今回の調

査で潟湖と七北田川が再びつながったこと

が確認された（Fig.1)。場所は，導流堤に

もうけられた2つの通水部分の西側である

（Fig.2)。Fig.1のように，干潟内の水位は

明確に七北田川よりも高いことがわかる。

調査前日の12月11日は仙台市で24.5mmの雨

が降っている。降水によって潟湖内の水位

が上がり堆積した砂が押し流された可能性

が考えられる。 

 なお，雨水によって潟湖の水位が上昇したのであれば，塩分濃度の低下が考えられる。 

 

 

■イソシジミの生息 

 上記,潟湖からの水の流出により浸食された部分でイ

ソシジミの貝殻が多数発見された（Fig.3)。貝殻は新鮮

なもので,軟体部が残ってい

るものも見られた(Fig.4)。 

イソシジミの水管はイシガ

レイの稚魚にとって重要な

餌である。春から夏にかけ

て蒲生干潟で成長するイシ

ガレイの餌となる生物は干

潟内に生息していることが

確認できた。 

（佐藤 賢治） 

（Fig.3 イソシジミの貝殻） 

（Fig.1 潟湖から流出する水 導流堤の南側から撮影） 

（Fig.2 導流堤の北側から撮影 AがFig.1の部分。Bの低い部分からは水は流出していない） 

A B 


